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【政策評価】

１７の戦略プログラムごとに施策評価の平均で評価し、今後の政策推進に向けての課題を明らかにする。

【施策評価】

１５６の重点施策と推進施策を以下の方法で評価し、今後の施策推進に向けての課題を明らかにする。

・重点施策評価 生き活き指標達成度と事務事業評価を４：１で評価
・推進施策評価 事務事業評価の平均で評価

【事務事業評価】

事業目標を設定し、その達成状況を勘案して、達成度及び効率性の観点から評価し、成果と課題を明ら

かにした上で、必要な見直しと改善を図る。
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１　政策の概要

２　施策の達成レベル

３　総合評価

４　今後の政策推進に向けての課題

施　策　名

【重点】就学前教育の充実と小学校教育への円滑な接続の推進

【重点】子どもたちが落ち着いて学習できる環境の整備

【重点】教師の教える技術の向上

3.0
【推進】家庭の教育力を高めることによる、子どもたちの生活習慣と学習習慣の定着1107

達成レベル平均 3.4

2.8

1101

1102 3.3 3.6

教育委員会

重点戦略 Ⅰ 教育県岡山の復活

1105

1106 3.0

2.9

2.81-①②､2-①②､3

対応する指標

1-①②、4

1109 4.0 4.0

政策コード 11

【重点】子どもたちの学力が伸びる仕組みづくり

1108 【推進】地域住民の参画による学校教育支援、家庭教育支援等の取組の推進 4.0 4.0 4.0

3.2

【推進】特別支援教育の充実

プログラム 学力向上プログラム

プログラムの概要

1103 2.8 3.2
1104 2.8

【推進】高等学校における学力の向上

1-①②、7-①②【重点】キャリア教育の推進

2019

3.0
4.7
3.5
3.5
2.5
2.0

4.0 4.0 3.0

3.0
3.2

2.7

1-①②、5-①②

1-①②、6-①②

不登校を含め、長期欠席の未然防止のため、早期から対策を推進するとともに、授業
規律の確立や学習意欲の高揚、一人ひとりの学習状況の的確な把握、授業改善の一
層の推進、学習習慣の確立に向けた取組の充実により、子どもたちの学力向上を図り
ます。

2017 2018 2020

・新型コロナウイルス感染症に伴う３月からの学校の臨時休業の影響により、２０２０年度全国学力調査
は中止となったが、児童生徒一人ひとりの学力の定着状況を把握・分析し、個々の児童生徒の課題に対応
した復習システムや、補充学習のための支援員の活用により、つまずきの解消を図る必要がある。また、
今後、感染症の第２波の到来等により臨時休業を行う可能性もあることから、教員がオンラインを活用し
た学習指導を適切に行い、児童生徒が学びを止めることがないよう研修の充実等を図る必要がある。 
・落ち着いて学習できる環境の整備に向けては、支援員の効果的な配置や関係機関との連携、医療の視点
からのアプローチなど学校全体の組織的な対応を推進し、新たな不登校等を生まないための取組の徹底が
必要である。

・学力向上に向けては、授業改革推進リーダー等の配置による授業
改善に向けた取組、家庭学習指導や補充学習の充実により、児童生
徒の学習上のつまずきの解消や学習意欲の向上が図られた。 
・学級がうまく機能しない状況等は目標値を上回る改善が見られる
が、不登校の出現割合は増加しており、さらなる対策が必要であ
る。 
・小学校入学に向けた学びの連続性の確保に向け、保幼少接続スタ
ンダードの普及や就学前スーパーバイザーによる指導助言を行うな
ど、就学前教育の充実が図られた。 

2017 2018 2020

3.2 3.4

2019

3.2

担当部局

2.5
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＜参考＞ 重点施策に係る生き活き指標の進捗(達成)状況

1010

10位以内
実績値 31 29

指標名・グラフ
(左が目標値、右が実績値）

目標値等
年度別状況

2017 2018 20202019

指標の説明
全国学力・学習状況調査（平均正答率）の全国順位
※2019年度は調査中止のため、評価の対象外とする。

１-②　◎全国学力・学習状況調査
（平均正答率）の全国順位（中学校）

現況値 目標値 目標値 10 10 10

達成率(%) - - -

単位 全国順位 達成度 1 1

25
-

-

-

10

１-①　◎全国学力・学習状況調査
（平均正答率）の全国順位（小学校）

現況値 目標値 目標値 10 10

指標の説明
全国学力・学習状況調査（平均正答率）の全国順位
※2019年度は調査中止のため、評価の対象外とする。

２-①　公立小・中学校における学級がう
まく機能しない状況が発生している学級
数（年間平均学級数）

現況値 目標値 目標値 11 11 9

達成率(%) - - -

単位 全国順位 達成度 2 3

41 10位以内
実績値 40 19 -

-

-

10

指標の説明 いわゆる学級崩壊の状況にある学級数

２-②　公立小・中学校における授業エ
スケープをしている児童生徒がいる学
校数（年間平均学校数）

現況値 目標値 目標値 15 14 12

達成率(%) 100.0 183.3

単位 学級 達成度 4 5

11 9
実績値 11 6 9

111.1

4

13

指標の説明
児童生徒が授業中等に廊下等で集団をつくり、教員等が対応している
学校数

３　小・中・高等学校における不登
校の出現割合（児童生徒１千人当
たり）

現況値 目標値 目標値 9.9 9.8 9.6

達成率(%) 150.0 140.0

単位 校 達成度 5 5

22 12
実績値 10 10 12

108.3

4

9.7

18.6

3 27
実績値 20 27

指標の説明 児童生徒１千人当たりの出現割合

４ 保幼小接続カリキュラムを作成し
た市町村数

現況値 目標値 目標値 3 27 27

達成率(%) 68.3 57.0

単位 出現割合 達成度 2 2

13.8人 9.6人以下
実績値 14.5 17.2

指標の説明 保幼小接続カリキュラムを作成した市町村数

達成率(%) 666.7 100.0

単位 市町村 達成度 5 5

52.2

2

27

27

100.0

5
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目標値 62.4 64.9 67.5 70.0

57.2 70.0
実績値 60.4 64.6 -

達成率(%) 96.8 99.5 -

単位 ％ 達成度 3 3 -

指標の説明
全国学力・学習状況調査結果
※2019年度は調査中止のため、評価の対象外とする。

4 -

指標の説明
全国学力・学習状況調査結果
※2019年度は調査中止のため、評価の対象外とする。

６-②　授業以外で平日に１時間以
上学習する児童生徒の割合（中学
校３年生）

現況値 目標値

達成率(%) 104.5 102.9 -

72.1 -

単位 ％ 達成度 4

72.0

70.0 72.0
実績値 67.6 73.9

５-② 「授業の内容はよく分かる」と
回答した児童生徒の割合（中学校３
年生）

現況値 目標値 目標値 70.8 71.2

指標名・グラフ
(左が目標値、右が実績値）

目標値等
年度別状況

2017 2018 2020

指標の説明
全国学力・学習状況調査結果
※2019年度は調査中止のため、評価の対象外とする。

７-①　将来の夢や目標を持ってい
る児童生徒の割合（小学校６年生）

現況値 目標値 目標値 69.2 69.8 71.0

達成率(%) 95.5 103.8

単位 ％ 達成度 3 4

６-①　授業以外で平日に１時間以
上学習する児童生徒の割合（小学
校６年生）

現況値 目標値 目標値 69.6 70.1 70.6 71.0

68.6 71.0
実績値 72.7

目標値 45.8 46.2 47.0

達成率(%) 97.4 94.4

単位 ％ 達成度 3 3

67.9 71.0
実績値 67.4 65.9

指標の説明
全国学力・学習状況調査結果
※2019年度は調査中止のため、評価の対象外とする。

指標の説明
全国学力・学習状況調査結果
※2019年度は調査中止のため、評価の対象外とする。

達成率(%) 98.3 95.5

単位 ％ 達成度 3 3

44.9 47.0
実績値 45.0 44.1

-

-

７-②　将来の夢や目標を持ってい
る児童生徒の割合（中学校３年生）

現況値 目標値

2019

71.6

-

-

-

70.4

-

-

-

46.6

-

５-① 「授業の内容はよく分かる」と
回答した児童生徒の割合（小学校６
年生）

現況値 目標値 目標値 80.1 80.4 80.7

79.5

81.0

81.0
実績値 82.5 82.9 -

達成率(%) 103.0 103.1 -

単位 ％ 達成度 4 4 -

指標の説明
全国学力・学習状況調査結果
※2019年度は調査中止のため、評価の対象外とする。
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１　政策の概要

２　施策の達成レベル

３　総合評価

４　今後の政策推進に向けての課題

1207 【推進】人権教育の推進 4.0 4.0 4.0

2019

3.0

・「心と命の教育活動」の開催をはじめ、学校警察連絡室による活
動、非行防止教室などの各種対策を推進し、非行率が７年連続で過
去最少を更新した。 
・スマホ・ネット対策については、スマホサミットの実施を通じて
生徒等が主体的に取り組む機運が進み、取組が県下に広がっている
もののスマホ等の使用時間は依然として増加傾向にあり、学校・家
庭・地域が連携した取組の更なる推進が必要である。 
・困難を有する子ども･若者への支援について､｢子ども・若者支援
地域協議会｣を新たに設置した市町村はなかったが、引き続き設置
に向けた働きかけを行っていく必要がある。

2017 2018 2020

3.0 3.0

プログラムの概要

いじめや暴力行為等に関して、課題の大きい学校への重点的支援の充実など、状況
に応じた対策を進めるとともに、道徳教育に関わる教員の指導力の向上や、社会貢献
活動等を通じて、規範意識や自尊感情、思いやりの心、生まれ育った郷土への愛着や
誇りを持った子どもたちを育成します。

政策コード 12

担当部局 教育委員会

プログラム

Ⅰ 教育県岡山の復活

1202 2.4 2.4
1203 4.9 4.8

2017 2018 2020

1201 2.5 3.0

5-①②

【重点】道徳教育の充実による規範意識の確立

施　策　名 対応する指標

【重点】より良い社会づくりに参画する人材の育成

4-①②③

3

2

1-①②

2019

3.0
2.2
4.9
1.6

1206 3.9 3.0

1208 2.0 2.0
3.0達成レベル平均

6-①②③④

【推進】困難を有する子ども・若者への支援

【重点】健やかな体の育成

1205 3.0 3.0 3.0
2.9

2.0
3.03.0

・暴力行為等については、県警察と連携した課題の大きい学校への重点的支援を継続するとともに、生徒
指導の核となる教員の育成や相談体制の充実など、新たな問題行動を生まない学校づくりを推進する必要
がある。 
・スマホ・ネットの急速な普及に伴い、長時間利用による依存などが顕在化する一方、ＩＣＴを活用した
学習活動を推進しており、適切な利用に向け生徒等の主体的な取組の促進や保護者への啓発活動の推進が
必要である。 
・体育の授業の充実や児童生徒の個人ごとの伸びや頑張りの評価等により、運動に対する関心や意欲を高
め、運動の習慣化を図るなど、健やかな体の育成に向けた取組を強化する必要がある。 
・「子ども・若者支援地域協議会」の設置促進に向け、未設置市町村に対する情報提供や助言等が必要で
ある。

【重点】スマホ・ネット対策の推進

【重点】青少年の健全育成・非行防止対策の推進

【重点】暴力行為等への対策の推進

1204 1.5 1.7

重点戦略

徳育推進プログラム
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＜参考＞ 重点施策に係る生き活き指標の進捗(達成)状況

４-②　スマートフォン等を平日３時
間以上利用する児童生徒の割合
（中学生）

現況値 目標値 目標値 10.0 10.0 10.0 10.0

23.9 10.0
実績値 25.1 27.9 28.6

達成率(%)

単位 ％ 達成度 1 1 1

指標の説明
小学校４年生から高校３年生を対象としたスマートフォン等の利用に関
する実態調査結果

50.0

2.9

148.3

5

達成率(%) 28.9 27.8 23.6

単位 ％ 達成度 1 1 1

指標の説明
小学校４年生から高校３年生を対象としたスマートフォン等の利用に関
する実態調査結果

単位 人／年 達成度 5

5.7

目標値 目標値 5.0 5.0 5.0 5.0

13.9

達成率(%) - 97.4

単位

１-② 「人が困っているときは、進ん
で助けている」と回答した児童生徒
の割合（中学校３年生）

現況値 目標値 目標値 41.8 44.5 47.3 50.0

36.2 50.0
実績値

％ 達成度 -

-

-

-

指標の説明
全国学力・学習状況調査結果
※2017年度は質問項目の変更により、実績値を把握できないため、評価の対象外とす
る。　2019年度は調査中止のため、評価の対象外とする。

- 36.5 -

39.6

単位 達成度

１-① 「人が困っているときは、進ん
で助けている」と回答した児童生徒
の割合（小学校６年生）

現況値 目標値 目標値 43.8 45.9

指標名・グラフ
(左が目標値、右が実績値）

目標値等
年度別状況

2017 2018 2020

達成率(%) - 82.0 -

指標の説明
全国学力・学習状況調査結果
※2017年度は質問項目の変更により、実績値を把握できないため、評価の対象外とす
る。　2019年度は調査中止のため、評価の対象外とする。

2019

48.0

達成率(%) 65.5 60.0

単位 発生割合 達成度 2 2

5.1件 3.2件以下
実績値 5.8 6.0

52.3

2

6.5

指標の説明 児童生徒１千人当たりの発生割合

２　小・中・高等学校における暴力
行為の発生割合（児童生徒１千人
当たり）

現況値 目標値 目標値 3.8 3.6 3.2

現況値 目標値 目標値 4.9 4.6 4.04.3

実績値 3.8

４-①　スマートフォン等を平日３時
間以上利用する児童生徒の割合
（小学生）

現況値

達成率(%) 128.9

指標の説明

３　非行率

3.4

5

少年人口（10～19歳）１千人当たりに占める刑法犯少年の割合

135.3

39.8 35.8 35.0

50.0
実績値 - 44.7

3

- 3 -

3.4

実績値 17.3 18.0 21.2

％

5.0

4.0

39.6
41.9

44.7

35

40

45

50

現況 2016 2017 2018 2019 2020

5.1 5.2 
5.8 6.0 6.5 

2

4

6

現況 2016 2017 2018 2019 2020

5.7 
4.6 3.8 3.4 2.9 

2

4

6

8

現況 2016 2017 2018 2019 2020

36.2
38.3 36.5

35

40

45

50

現況 2016 2017 2018 2019 2020

23.9 22.5 
25.1 27.9 28.6 

5
10
15
20
25
30

現況 2016 2017 2018 2019 2020

13.9 15.5 17.3 18.0 21.2

0
5

10
15
20
25

現況 2016 2017 2018 2019 2020

※

※

※

※
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25.0
実績値

2

目標値 6.4 6.2

中学校２年生を対象とした全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果

全国学力・学習状況調査結果
※2019年度は調査中止のため、評価の対象外とする。

達成率(%) 89.8 94.8 -

単位 ％ 達成度 3 3 -

指標の説明
全国学力・学習状況調査結果
※2019年度は調査中止のため、評価の対象外とする。

11.6

20.7

目標値 目標値 22.5 23.3 24.2 25.0

達成率(%) 86.5 87.1 -

単位 ％ 達成度 3 3 -

指標の説明

42.9 50.0
実績値 39.6 41.1 -

現況値

41.0

36.6

1

指標の説明

41.3 36.4

単位 ％ 達成度 1 1

33.8 15.0
実績値 36.3 41.3

45.8

15.015.0

5.3

7.2

５-②　「今住んでいる地域の行事に
参加している」と回答した児童生徒
の割合（中学校3年生）

指標の説明 小学校５年生を対象とした全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果

６-②　1週間の総運動時間数が60
分未満の児童生徒の割合（男子／
中学校）

現況値

指標の説明 小学校５年生を対象とした全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果

達成度 4 3

11.0

12.1 11.0
実績値 9.7 12.5

６-③　1週間の総運動時間数が60
分未満の児童生徒の割合（女子／
小学校）

現況値 目標値 目標値 50.047.2 48.6

5.2

指標名・グラフ
(左が目標値、右が実績値）

目標値等
年度別状況

2017 2018 2020

達成率(%) 103.8 76.1

単位 ％ 達成度 4 2

5.8 5.2
実績値 5.3 7.1

73.6

指標の説明
小学校４年生から高校３年生を対象としたスマートフォン等の利用に関
する実態調査結果

達成率(%)

15.0

６-①　1週間の総運動時間数が60
分未満の児童生徒の割合（男子／
小学校）

現況値 目標値

５-①　「今住んでいる地域の行事に
参加している」と回答した児童生徒
の割合（小学校６年生）

4

現況値 目標値 目標値

達成率(%) 100.0 98.4

単位 ％ 達成度

91.2

単位 ％

119.6

5.8

達成率(%)

3

7.0 5.8
実績値 6.4 6.3

11.2

11.6

96.6

3

6.0

7.0

85.7

3

11.4

目標値

15.0

2019

目標値 5.5 5.4

20.2 22.1 -

４-③　スマートフォン等を平日３時
間以上利用する児童生徒の割合
（高校生）

現況値 目標値 目標値

5.8 5.7 5.3 

7.1 7.2 

2
4
6
8

現況 2016 2017 2018 2019 2020

33.8 34.6 
36.3 41.3 41.0 

10
20
30
40

現況 2016 2017 2018 2019 2020

12.1 
10.5 9.7 

12.5 
11.6 

7
9

11
13
15

現況 2016 2017 2018 2019 2020

7.0 7.1 
6.4 6.3 

7.0 

4
6
8

10
12

現況 2016 2017 2018 2019 2020

20.7 
18.5 

20.2 
22.1 

18

22

26

現況 2016 2017 2018 2019 2020

42.9 

38.5 39.6 41.1 

35

40

45

50

現況 2016 2017 2018 2019 2020

※

※
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指標名・グラフ
(左が目標値、右が実績値）

目標値等
年度別状況

2017 2018 2019 2020

4単位 ％ 達成度 4 4

21.6 21.2
実績値 18.7 20.6 19.3

111.4

６-④　1週間の総運動時間数が60
分未満の児童生徒の割合（女子／
中学校）

現況値 目標値

指標の説明 中学校２年生を対象とした全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果

達成率(%) 118.2 105.8

目標値 22.1 21.8 21.221.5

21.6 
20.7 

18.7 

20.6 

19.3 

18

20

22

24

現況 2016 2017 2018 2019 2020
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１　政策の概要

２　施策の達成レベル

３　総合評価

４　今後の政策推進に向けての課題

2017 2018 2019 2020

3.8 3.7 3.4

1305 【推進】時代の変化に対応した魅力ある学校づくり 3.0 3.0 3.5

1302 【重点】グローバル化に対応した教員の育成と確保 2-①② 3.6 3.7 3.4
1303 【重点】科学技術教育の推進 3 5.0 4.2 4.2
1304 4.0 2.0

施　策　名 対応する指標 2017 2018 2019 2020

1301 【重点】子どもたちの英語力の向上と国際的に活躍できる人材の育成 1 3.7 4.7 4.7

重点戦略

1306 【推進】大学等との連携

【推進】多文化共生の地域づくりの推進

3.5 3.5 3.0

日本人としてのアイデンティティを持ち、豊かな語学力・コミュニケーション能力、チャレ
ンジ精神や異文化を理解する精神を有し、県内外において、さまざまな分野で主体的
に活躍するとともに、本県の持続的発展に貢献するグローバル人材を育成します。

政策コード 13

担当部局 教育委員会

3.0 3.0 3.0
達成レベル平均 3.8 3.7 3.4

・交換留学等の促進に向けた留学コーディネーターの配置などによ
り、海外の学校と姉妹校提携を締結している県立高等学校数が増加
するとともに、ＩＣＴ教材を活用した英語授業の実施などにより本
県の中学校３年生・高校３年生の英語力も前年度から上昇した。 
・科学技術教育の推進については、国際科学コンテストの国内大会
の参加者数が高水準を維持し、優秀な成績を収めるとともに、科学
に関する興味・関心の高揚に繋がった。 
・多文化共生の地域づくりに向け、各種交流会の開催など様々なア
プローチで事業を実施し、県民に対する多文化共生の意識啓発や在
住外国人の地域社会への参画を促した。

・留学の促進については、新型コロナウイルス感染症の拡大により影響が生じていることから、ＩＣＴの
活用等も視野に入れた海外の高校生や大学生等との交流の機会の充実を図る必要がある。 
・情報化社会に対応した教育については、「プログラミングコンテストへの道」事業の充実等、全国レベ
ルのプログラミングコンテストへの参加を促進することなどにより、多様化する課題にＩＣＴを活用して
創造的に取り組む力の育成を図る必要がある。 
・今後、在住外国人は、増加することが見込まれることから、社会情勢や地域の実情、在住外国人のニー
ズの把握等に努めながら、多文化共生の地域づくりの推進に向けたきめ細かな事業を実施していく必要が
ある。

Ⅰ 教育県岡山の復活

グローバル人材育成プログラムプログラム

プログラムの概要

【重点】情報化社会に対応した教育 4 4.8

1307
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＜参考＞ 重点施策に係る生き活き指標の進捗(達成)状況

単位 団体／年 達成度 5 4 2

指標の説明 全国レベルのプログラミングコンテストへの参加数

100.0 73.3

111.9

単位 人／年 達成度 5 4 4

４　プログラミングコンテストにおけ
る参加数

現況値 目標値 目標値 5 10 15 22

2 22
実績値 10 10 11

達成率(%) 200.0

81.4 85.5 87.3

単位 ％ 達成度 3 3 3

指標の説明 文部科学省による英語教育実施状況調査結果

114.7 113.5

単位 ％ 達成度 4 4 4

指標の説明 文部科学省による英語教育実施状況調査結果

３　国際科学コンテスト（理科４分
野）における国内大会の参加者数

現況値 目標値 目標値 280 300 320 350

253 350
実績値 361 343 358

達成率(%) 128.9 114.3

指標の説明
理科４分野の国内大会（物理チャレンジ・化学グランプリ・日本生物学
オリンピック・日本地学オリンピック）への参加者数

達成率(%) 100.0 133.3 122.2

単位 校 達成度 4 5 5

指標の説明
交換留学等につながる姉妹校提携を締結している県立高等学校数（達
成率は現況値からの増加数で算出）

２-①　英検準一級以上等を取得し
ている英語担当教員の割合（中学
校）

現況値 目標値 目標値 35.0 40.0 45.0 50.0

23.1 50.0
実績値 28.5 34.2 39.3

達成率(%)

6 9 12

8 20

増加数 3 8 11

3
〈11〉 〈14〉 〈17〉 〈20〉

現況値 目標値
増加数
目標値

実績値 〈11〉 〈16〉 〈19〉

２-②　英検準一級以上等を取得し
ている英語担当教員の割合（高等
学校）

現況値 目標値 目標値 75.0 75.0 75.0 75.0

55.6 75.0
実績値 76.9 86.0 85.1

指標名・グラフ
(左が目標値、右が実績値）

目標値等
年度別状況

2017 2018 2019 2020

１　海外の学校と姉妹校提携を締結
している県立高等学校数

達成率(%) 102.5

8 8
11 

16 
19 

0

10

20

30

現況 2016 2017 2018 2019 2020

253
291

361 343 358

200
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350
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23.1
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34.2
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20
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2 1

10 10 11 
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20
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55.6 60.2
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86.0 85.1
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11



１　政策の概要

２　施策の達成レベル

３　総合評価

４　今後の政策推進に向けての課題

4.0 4.0

・県営団地のほか、市町村営団地や民有地への立地、投資が県内各
地で進んだ結果、30件の企業立地件数となった。 
・企業誘致の受け皿となる産業用地確保のため、市町村が行う産業
団地開発の取組を支援した。 
・水島コンビナートにおいては、石油や化学工業などの好況を背景
に製造品出荷額等が増加している。また、総合特区で実現した規制
緩和等により操業環境の向上が図られている。

2017 2018 2020

3.8 3.8

2107

2109

2019

3.8

2108

2.2 2.2

2019

2103

2104

2101

2102

1、2

1、2

1、2

対応する指標

3.2 4.2

4.5 4.0
4.4 4.0

4.4 3.8
4.0 4.0

4【重点】水島港の機能強化

【重点】水島コンビナートの国際競争力強化

【重点】本社機能の移転・支店等の拠点設置の促進 4.0
3.0
3.2

2017 2018 2020

1、2

3

3.8
3.6
4.0

3.8

4.7 4.0

4.0 4.0
3.8達成レベル平均

5

【推進】企業が活動しやすい操業環境の整備

【重点】交通基盤整備 4.8

3.8

【推進】優れた操業環境の情報発信 3.0

2106

重点戦略 Ⅱ 地域を支える産業の振興

プログラム 企業誘致・投資促進プログラム

プログラムの概要
企業ニーズに応じたきめ細かい支援や立地環境の整備により、外資系企業も対象に、
県内の生産・雇用への誘発効果が期待できる企業を幅広く誘致するとともに、水島コン
ビナートなど本県経済を牽引する企業の投資を一層促進します。

政策コード 21

担当部局

2105

産業労働部

【重点】国内の拠点工場化に向けた投資の促進

【重点】企業ニーズに応じた立地環境の整備

4.0

【重点】戦略的誘致施策の推進

施　策　名

・地域経済の活性化と雇用の創出が図られるよう、生産・雇用の誘発効果が期待できる企業を幅広く誘致
するとともに、立地企業が継続的に操業できるよう投資環境を整備する必要がある。また、新型コロナ
ウィルス感染拡大の影響や、これに起因する生産拠点の国内回帰や地方への企業分散の動きも注視しなが
ら、企業ニーズの把握に努め、誘致に取り組んでいく必要がある。 
・市町村が行う産業団地開発の支援を行い、産業用地確保を図る必要がある。 
・水島コンビナートの競争力強化に向けて、引き続き、操業環境の改善に取り組んでいくとともに、優遇
制度等を企業に対し積極的にＰＲし、さらなる投資を促していく必要がある。
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＜参考＞ 重点施策に係る生き活き指標の進捗(達成)状況

現況値 目標値
目標値 〈62〉 〈57〉 〈55〉 〈55〉

実績値 〈60〉 〈55〉 〈50〉

１　◎企業立地件数
現況値 目標値

163

３　全国の製造品出荷額等に占め
る水島工業地帯の割合

現況値 目標値 目標値 1.45

指標の説明 県内へ立地した企業件数（目標値は2017～2020年度の累計）

２　新規立地企業の雇用創出数
現況値 目標値 目標値 400 800 1,600

達成率(%) 100.0 95.0

単位 件 達成度 4 3

96.7

3

1,200

20件／年 120
実績値 30 57

1.47 1.511.49

指標の説明 新規立地企業の雇用創出数（目標値は2017～2020年度の累計）

達成率(%) 230.8 190.1

単位 人 達成度 5 5

625人／年 1,600
実績値 923 1,521 2,021

168.4

４　水島港における国際コンテナ取
扱個数

現況値 目標値 目標値 162 167 177

達成率(%) 70.3 72.8

単位 ％ 達成度 2 2

1.43 1.51
実績値 1.02 1.07 1.22

81.9

3

172

99.4 101.2

単位 千TEU／年 達成度 3 4

156 177
実績値 161

94.8

169

指標の説明
全国の製造品出荷額等に占める水島工業地帯の割合
※2019年実績は2021年7月頃に公表されるため、2018年実績により評
価する。

指標の説明
水島港における外貿コンテナ取扱個数と国際フィーダー取扱個数の合
計

達成率(%)

13

68 55

減少数 8 13
５　主要渋滞箇所数

減少数 6 11

指標の説明
国、県、関係市などで構成する岡山県道路交通渋滞対策部会で選定し
た県内の主要な渋滞箇所数（達成率は現況値からの減少数で算出）

13

18

138.5

5箇所 達成度

達成率(%) 133.3 118.2

単位

120目標値 30 60

2019

90

87

5

指標名・グラフ
(左が目標値、右が実績値）

目標値等
年度別状況

2017 2018 2020

5 4

3156
151

161
169 163

140

160

180

現況 2016 2017 2018 2019 2020

68
63

60
55

50

40

50

60

70

現況 2016 2017 2018 2019 2020

20 30
57

87

0

100

200

現況 2017 2018 2019 2020

625
923

1,521
2,021

0
500

1,000
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2,000

現況 2017 2018 2019 2020

1.43

1.18
1.02 1.07 

1.22 

0.90

1.10

1.30

1.50

現況2016 2017 2018 2019 2020

※
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１　政策の概要

２　施策の達成レベル

３　総合評価

 
４　今後の政策推進に向けての課題

2205 3.1

3.8
1.3

【重点】地域を担う元気な企業の成長・発展支援

施　策　名

2203

2204

政策コード 22

担当部局 産業労働部

2019

2.3
4.8

2017 2018 2020

重点戦略 Ⅱ 地域を支える産業の振興

プログラム 企業の「稼ぐ力」強化プログラム

プログラムの概要

中小企業・小規模事業者の持続的な成長・発展に向け、支援機関や産学金官の連携
により、経営革新や技術開発、販路拡大等を支援するとともに、ベンチャー企業の育成
を推進します。さらに、ＩｏＴ、グローバル化など新たな技術や課題への対応、人材の育
成・確保等を支援し、生産性の向上や製品・サービスの高付加価値化を図るとともに、
中堅企業を育成し、企業の「稼ぐ力」の向上を図ります。

3.3

【推進】先端技術による地域産業の強化・支援

【推進】海外事業展開の支援

達成レベル平均

3.5
3.4

3.0

4.9

2209 【推進】機動的で柔軟な金融支援 2.0 4.0

4.9
3.7

6

4.0

2207 3.3 3.5
2208 3.0 4.0

2018 2020

3.3 3.6

2210 4.0 4.0
3.6

2019

3.4

・創業支援や経営革新は、支援機関等と連携しフォローアップなどに一層取り組む必要がある。 
・中小企業の成長に不可欠な人材育成・確保を支援することにより、企業の稼ぐ力の向上を図る必要があ
る。 
・新技術・新製品開発では、市場ニーズを見据え実用化に向けて取組を継続して進める必要がある。ま
た、自動車産業分野や第４次産業革命分野では、ＥＶやＩoＴ等関連技術を県内企業に取り入れる必要が
ある。さらに、技術革新が急速に進展する中、より広く、より深い産学官連携の取組が必要となってきて
いる。 
・販路開拓では、引き続き新規発注案件の発掘やアフターフォローの充実に努める必要がある。

2201

・創業支援や経営革新の推進により、新規創業や雇用創出、新事業
展開等を促進することができた。また、プロフェッショナル人材等
のマッチング支援や人材育成研修の実施により、中小企業の生産性
向上等を図る人材の育成・確保が進んだ。 
・自動車産業や医療福祉機器等の分野において、新技術・新製品開
発や技術力向上が進んでいる。 
・県内外の企業との現地商談会、広域商談会等各種商談会の実施や
海外見本市への出展等に努め、４２７件の成約につながった。

2017

2206 4.8

2.4

対応する指標

【重点】地域産業の活性化

2

1

【推進】地域の暮らしを支える中小企業・小規模事業者の経営安定支援

【重点】市場が求める製品や技術のビジネスマッチング支援

【重点】新たな事業展開につながる新技術・新製品の開発支援

【重点】企業を支える産業人材の育成・確保

3.0
2.1 1.3【重点】ＩＴ・ものづくりベンチャー企業の育成

3.0 3.15

4

3

3.1 3.1
2202 4.7 4.8
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＜参考＞ 重点施策に係る生き活き指標の進捗(達成)状況

指標の説明
(公財)岡山県産業振興財団が県内の受注希望企業に取引を斡旋し、
成約に至った件数

目標値 目標値 120 240 480360

指標名・グラフ
(左が目標値、右が実績値）

目標値等
年度別状況

2017 2018 20202019

１　経営革新に取り組む中小企業・
小規模事業者数

現況値

118 203

２　県内企業とプロフェッショナル人
材とのマッチング成約件数

現況値

指標の説明
中小企業等経営強化法に基づき、新事業を行い経営の向上を図ること
等を目的とした経営革新計画を作成した中小企業・小規模事業者の数
（目標値は2017～2020年度の累計）

３　きらめき岡山創成ファンドで支援
した製品の売上高

現況値 目標値 目標値 503 503 503

達成率(%) 98.3 84.6

単位 社 達成度 3 3

227.5 226.7

単位 件 達成度

40 60 65

91
65

実績値 44 136

57

47.5

1

503
実績値 377 425

360

47.5

単位 社

現況値 目標値 目標値 40 80 160

達成率(%) 75.0 84.5

単位 百万円／年 達成度 2

276

76.7

2

503

115社／年 480
実績値

354

達成率(%) 220.0

3

達成率(%) 140.0

単位

5 5

指標の説明

198 240

120 240

160
実績値 23 38

４　県内のインキュベーション施設に
入居したベンチャー企業数

117 239

98.3

3

240

427

177.9

3件／年

240

指標の説明
中小企業・小規模事業者の先進的な取組の支援を行うファンドにより、
直近４年間に採択した企業の鉱工業品などの地域産業資源を活用して
開発された製品の売上高

実績値 336

目標値 目標値 20

240 240

指標の説明
産学官共同開発プロジェクトに取り組んだ企業数（目標値は2017～
2020年度の累計）

達成率(%) 57.5

504

100.2

4

120

達成度 2 1

35社／年

５　産学官共同開発プロジェクトに
取り組んだ企業数

現況値 目標値 目標値 480

3

458

指標の説明
県内のインキュベーション施設に入居したベンチャー企業数（目標値は
2017～2020年度の累計）

達成率(%) 97.5 99.6

単位 社 達成度

151.7

5

364
６　斡旋により取引が成立した件数

現況値 目標値 目標値

3

110社／年 480
実績値

件／年 達成度 5 5

5

岡山県プロフェッショナル人材戦略拠点が、企業の成長戦略を具現化
するプロフェッショナル人材と県内企業のマッチングを支援し、成約に
至った件数（目標値は2017～2020年度の累計）

115 118 203
276

0

500

1000

現況 2017 2018 2019 2020

458

357 377

425

504

350

450

550

現況 2016 2017 2018 2019 2020

35 23 38 57

0
50

100
150
200

現況 2017 2018 2019 2020

110 117
239

354

50
150
250
350
450
550

現況 2017 2018 2019 2020

198
280

336
364 427

150
250
350
450

現況 2016 2017 2018 2019 2020

3
44

91
136

0

100

200

現況 2017 2018 2019 2020
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１　政策の概要

２　施策の達成レベル

３　総合評価

４　今後の政策推進に向けての課題

対応する指標

プログラムの概要

多様な主体と連携し、積極的に観光情報を発信するとともに、観光客の滞在時間の延
長につながる取組を進めることにより、県内への誘客と観光消費の拡大を図ります。ま
た、さらなるインバウンドの拡大に向けて、国や地域の特性に応じた魅力発信や外国
人旅行者の受入環境の充実に取り組みます。

政策コード 23

担当部局

2306 4.0 4.0

2303 4.2 4.6
2304 4.0 3.4

2301 4.2 4.2
2302 4.2 4.2

1、2、3

1、2、3

1、4、5

1、6

【推進】観光資源としての自然や文化の積極的な活用

【推進】おもてなしの向上の推進

【重点】岡山後楽園の魅力づくり

4.0
4.0

4.0

2017 2018 2020

4.2 3.9

2307 5.0 4.0

2309 4.0 3.0
達成レベル平均

【推進】公衆無線LAN環境の充実

【推進】港を中心としたにぎわい空間の創出 5.0

4.0
4.0

2019

2308 【推進】サイクリングを通じた観光振興 4.0 4.0 4.0

4.0

・朝や夜の時間帯を楽しむ観光プランや体験型メニュー、周遊型の観光プランを提供することにより、滞
在型観光を推進し、観光消費額拡大に結びつく取組を強化する必要がある。 
・新型コロナウイルス感染症の影響等により、2020年度の外国人旅行者宿泊者数は大幅な減少が見込まれ
るが、本格的なインバウンド回復期に備え、受入環境の整備や本県の認知度向上に向けた情報発信等に取
り組む必要がある。 
・観光資源を磨き上げ、引き続き、岡山の魅力を効果的かつ継続的に発信していく必要がある。

4.0

4.2 3.9

・観光キャンペーンの展開等により、観光入込客数や観光消費額等
が目標を上回った。 
・新型コロナウイルス感染症の影響等により、2019年度の外国人旅
行者宿泊者数は、前年度比12.1％減となる約31万4千人となった。 
・市町村や観光事業者はもとより、せとうちＤＭＯや、近隣県、Ｊ
Ｒ西日本など多様な主体と連携し、戦略的な観光プロモーションを
展開した。

2305

施　策　名

Ⅱ地域を支える産業の振興

2018 20202017

【重点】岡山を満喫する滞在型観光の推進

【重点】さらなるインバウンドの拡大と航空ネットワークの拡充

【重点】多様な主体と連携した魅力発信

産業労働部

重点戦略

2019

4.0
4.0
4.0
3.4

観光振興プログラムプログラム
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＜参考＞ 重点施策に係る生き活き指標の進捗(達成)状況

1,700

1,488 1,700
実績値 1,664 1,778

１　◎観光消費額
現況値 目標値 目標値 1,630 1,660

指標名・グラフ
(左が目標値、右が実績値）

目標値等
年度別状況

2017 2018 20202019

1,700

1,959

指標の説明 観光入込客の消費総額

２　観光入込客数
現況値 目標値 目標値 1,395 1,430 1,500

達成率(%) 102.1 107.1

単位 億円／年 達成度 4 4

115.2

4

1,465

-

指標の説明 観光地点を訪れた観光客数

３　延べ宿泊者数
現況値 目標値 目標値 520 530 560

達成率(%) 112.5 100.9

単位 万人／年 達成度 4 4

1,356 1,500
実績値 1,570 1,443 1,692

115.5

4

545

指標の説明 延べ宿泊者数

4

273,000

313,673

114.9

4

４　外国人旅行者宿泊者数
現況値 目標値 目標値 219,000 246,000 300,000

達成率(%) - - -

単位 万人／年 達成度 5 5

511 560
実績値 583 562 566

単位 人／年 達成度 5 5

162,344 300,000
実績値 324,283 356,924

24

26

108.3

4

指標の説明 岡山空港の国際線利用者数

25

145.1

指標の説明 岡山後楽園の入園者数

達成率(%) 105.6 94.6

単位 人／年 達成度 4 3

817,260 900,000
実績値 887,303 824,499

６　岡山後楽園の入園者数
現況値 目標値

92.5

3

832,677

900,000

25
実績値 26 30

指標の説明 県内に宿泊する外国人旅行者数

５　岡山空港の国際線利用者数
現況値 目標値 目標値 22 23

840,000 872,000目標値 900,000

達成率(%) 118.2 130.4

単位 万人／年 達成度 4 5

15

達成率(%) 148.1

1,488
1,703

1,664 
1,778 

1,959 

1,200
1,400
1,600
1,800
2,000

現況20162017201820192020

1,356

1,740
1,570 

1,443 

1,692 

1200
1400
1600
1800
2000

現況 2016 2017 2018 2019 2020

511
535

583 
562 

566 

400

500

600

現況 2016 2017 2018 2019 2020

162,344

223,084

324,283 
356,924 

313,673 

140,000
180,000
220,000
260,000
300,000
340,000

現況201620172018 20192020

15
21

26 
30 26 
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817,260

881,881
887,303 

824,499 
832,677 
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１　政策の概要

２　施策の達成レベル

３　総合評価

４　今後の政策推進に向けての課題

4.1 4.1

・海外での桃やブドウの積極的なＰＲを実施するとともに、安定的
に供給できるよう生産体制の強化を図った。 
・生産団地や研修施設の整備、集落営農の組織化・法人化、農地集
積・集約化、就農情報発信強化等により、新規就農者数167人を確
保するなど、担い手の育成を図った。 
・計画的な間伐の推進や総合的な県産材需要拡大対策により、県産
材生産量は増加し、ヒノキ素材生産量は全国トップレベルを維持し
ている。 
・鳥獣被害防止対策では、防護と捕獲が一体となった効果的な対
策、担い手の育成により、農林水産被害の低減を図った。

2017 2018 2020

4.1 4.1

政策コード 24

担当部局 農林水産部

4.4
2402 4.8 4.81、2-②

1、2-①②

1、3、4【重点】次代を担う力強い担い手の育成

【重点】白桃の供給力の強化

【重点】海外でのブランド確立による輸出促進

【重点】マーケティングの強化とブランディングの推進 1、2-①

4.0
4.2

2403

2404

4.4 4.6
4.5 4.5

2401 4.3

2407 4.0 3.5
2408 4.0 4.0

2405 3.9 3.9
2406 4.4 4.3

1、5

1、6-①②

【推進】畜産物の生産振興

【推進】環境保全型農林水産業の推進

【重点】農作物等の鳥獣被害防止対策の推進

【重点】県産材の需要拡大と林業収益性向上対策の推進 3.5
3.8
3.5
3.5

2409 4.0 3.3

2411 3.0 4.0
達成レベル平均

【推進】水産物の生産振興

【推進】産地を支える保全対策の推進

 儲かる産業としての農林水産業の確立を目指し、世界に通じる岡山ブランドの確立、輸出力強化、産地
づくりを一層推進するとともに、次代を担う力強い担い手の育成、生産基盤の整備、鳥獣被害防止対策に
より、攻めと守りの両面から施策を展開し、供給体制の強化と農林水産業産出額の向上につなげていく必
要がある。

対応する指標施　策　名

攻めの農林水産業育成プログラム

プログラムの概要
消費者のニーズに対応した高品質な農林水産物のブランド確立に向けた取組を一層
推進するとともに、担い手の確保・育成や農業生産基盤の整備など、供給体制の強化
を図ることにより、儲かる産業としての農林水産業の確立を目指します。

2019

3.9
4.0

4.0

3.0

2017 2018 2020

重点戦略 Ⅱ地域を支える産業の振興

プログラム

3.8

2019

3.8

2410 【推進】６次産業化と農商工連携の推進 4.0 4.0 4.0

18



＜参考＞ 重点施策に係る生き活き指標の進捗(達成)状況

2017 2018 2020

指標の説明
農林水産業産出額
※2019年実績は2021年３月頃に確定するため、2018年実績により評価
する。

２-①　県産果物の販売金額等（首
都圏販売金額）

現況値 目標値

1,485

1,373 1,485
実績値 1,590 1,646

１　◎農林水産業産出額
現況値 目標値 目標値 1,472 1,475

指標名・グラフ
(左が目標値、右が実績値）

目標値等
年度別状況

単位 億円／年 達成度 5 5

132人／年

指標の説明 東京都中央卸売市場における県産桃、ぶどうの販売金額

２-②　県産果物の販売金額等（輸
出金額）

現況値 目標値 目標値 6.0 6.4 7.0

達成率(%) 106.5 103.8

単位 億円／年

220

増加数 46 54
目標値 〈175〉 〈190〉 〈205〉 〈220〉

59

80

指標の説明 県産桃、ぶどうの輸出金額

達成率(%) 138.3 123.4

単位

実績値 8.3 7.9

4

３　水稲作付面積10ha以上の経営
体数

増加数
現況値 目標値

人 達成度 4 4

110.0

4

450 600目標値 150 300

指標の説明
水稲作付面積10ha以上の経営体数（達成率は現況値からの増加数で
算出）

達成率(%)

5

実績値 〈192〉 〈200〉 〈226〉

530

512

600
実績値 170 328

４　新規就農者数
現況値 目標値

達成度 4 4

495

29 44 74

158.6 122.7

単位 経営体 達成度 5 5

146

億円／年 達成度 5 5

5 7

96.6

3

達成率(%) 97.2 99.0

指標の説明 県産材の生産量

指標の説明
新たに農業経営を開始した就農者数（目標値は2017～2020年度の累
計）

５　県産材の生産量
現況値 目標値 目標値 500 508 530

達成率(%) 113.3 109.3

単位

単位 千㎥／年 達成度 3 3

411 530
実績値 486 503

7.9

117.9

135.6

2019

1,485

1,533

-

4

16.5

17.0

103.0

4

6.7

目標値 15.4 15.9 17.0

14 17
実績値 16.4 16.5

達成率(%) - - -

1,373
1,458

1,590 1,646
1,533

1,300

1,400

1,500

1,600

現況 2016201720182019 2020

14
14.5

16.4 16.5 17.0 

13

15

17

現況 2016 2017 2018 2019 2020

5.0
6.1

8.3 7.9 7.9

4

6

8

現況 2016 2017 2018 2019 2020

146
158

192 200

238

100

140

180

220

現況 2016 2017 2018 2019 2020

132 170 
328 

495 

100

300

500

700

現況 2017 2018 2019 2020

411
442

486 503 512

350

450

550

現況 2016 2017 2018 2019 2020

※
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６-①　シカの捕獲数
現況値 目標値 目標値 1.45 2.90

2019

単位 万頭 達成度 3 3

指標の説明 シカの捕獲数（目標値は2017～2020年度の累計）

6.70

3

5.80

5.8
実績値 1.19 2.34 3.73

5.10

1.1万頭／年

６-②　イノシシの捕獲数

4.35

達成率(%) 82.1 80.7 85.7

単位 件 達成度

6.7
達成率(%) 135.3 144.1

現況値 目標値 目標値 1.70 3.40

実績値 2.30 4.90

指標の説明 イノシシの捕獲数（目標値は2017～2020年度の累計）

8.10

158.8

55 5

1.9万頭／年

指標名・グラフ
(左が目標値、右が実績値）

目標値等
年度別状況

2017 2018 2020

1.90 
2.30 

4.90 

8.10 

1.0
3.0
5.0
7.0

現況 2017 2018 2019 2020

1.10 1.19
2.34

3.73

0.0
2.0
4.0
6.0

現況 2017 2018 2019 2020

20



１　政策の概要

２　施策の達成レベル

３　総合評価

 
４　今後の政策推進に向けての課題

5

2019

重点戦略 Ⅱ地域を支える産業の振興

政策コード 25

担当部局 産業労働部

4.0

【重点】県内企業の発展を担う人材の還流・定着の支援

2501 3.0 3.0

2503 3.1 4.0

・県内産業を支える人材を確保するため、県内大学生の県内企業への就職・定着をさらに促進するととも
に、県外の大学生や若手社会人のＩＪＵターン就職を支援していく必要がある。 
・１人当たり年間総実働時間の減少など労働者を取り巻く環境の改善が必要となる中、引き続き働き方改
革推進に向けた機運の醸成を図るとともに、企業ニーズに応じたアドバイスや支援を行うことにより、企
業ごとの取組の裾野を広げる必要がある。

【推進】障害のある人の就労支援

【推進】高年齢者の就業支援

【推進】県内産業の活性化と発展を支える人材の育成

【重点】男女の均等な雇用機会等の確保と女性の活躍推進

3.0 3.0
3.0

・合同就職面接会の開催や、県の無料職業紹介所「おかやま就職応
援センター」による活動、若手社員を対象とした離職防止セミナー
の実施などにより、若者の県内企業への就職・定着を促進すること
ができた。 
・フォーラムの開催や取組企業の実践事例集の作成・配布により、
働き方改革推進に向けた機運の醸成を図ることができた。 
・障害者雇用促進に係る事業実施により、障害者実雇用率が法定雇
用率を上回った。

4【重点】仕事と生活の調和に配慮した多様な働き方の推進

3.0

2507 4.0 3.3
3.5

2506 3.0

2504 4.0

プログラム 働く人応援プログラム

プログラムの概要

県内外の新規学卒者など若者の県内就職の支援や職業意識の醸成、就職後の定着
に取り組むなど、県内への人材の還流と定着を促進します。また、働く人一人ひとりに
とって働きやすい職場環境づくりを進め、多様で柔軟な働き方を可能にすることによ
り、誰もが適性と能力に応じて活躍できる社会の実現を目指します。

3.1
3.5

2505

2502

4.0
4.0

3.5

2017 2018 2020

1、2

1、3

対応する指標施　策　名

【重点】若者の県内定着を進める就職支援

4.03.0 4.0

3.3達成レベル平均 3.5

2019

3.5

2017 2018 2020

3.3 3.5
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＜参考＞ 重点施策に係る生き活き指標の進捗(達成)状況

指標名・グラフ
(左が目標値、右が実績値）

指標の説明

指標の説明 県内大学の就職希望者数に占める県内への就職者数の割合

実績値 17 20

3

94.4

単位

目標値 目標値

3

3単位 ％ 達成度 3

43.3 48.0

達成率(%)

実績値 42.4

83.2達成率(%) 94.2

96.4

3

目標値 1,836

90.4

1,800

３　岡山県企業人材確保支援セン
ターの職業紹介による年間採用決
定件数

現況値 目標値 目標値 20 20 2020

34.4 33.7

35.8 32.3
実績値 35.7 35.7

達成度 3

達成率(%) 85.0 100.0

単位 件／年 達成度 3 4

16 20
23

115.0

4

41.6
１　県内大学新卒者の県内就職率

現況値 48.047.0

39.1

3 4

1,874 1,782
実績値 1,868 1,810 1,771

大学を卒業して就職した者の３年以内に離職した者の割合

指標の説明
県自ら無料職業紹介事業を行い、県内の中小企業・小規模事業者や
誘致企業が正社員として採用を決定した件数

現況値 目標値

達成率(%) 103.8 105.1

％

目標値

1,818 1,782
４　１人当たり年間総実労働時間

達成率(%) - - -

単位 人／年 達成度

５　女性の生産年齢人口に対する
常用労働者の割合

現況値 目標値 目標値 56.0 57.0 59.3

指標の説明 事業所規模30人以上の１人当たり年間総実労働時間数

-

4

単位 ％ 達成度 4 4

指標の説明
女性のうち、生産年齢人口(15～64歳)に対する常用労働者(期間を定
めずに、又は１カ月を超える期間を定めて雇用されている者)の割合

55.1 59.3
実績値 58.1 59.9

目標値 45.0 46.0

目標値等
年度別状況

2017 2018 20202019

58.4

62.4

106.8

4

33.0 32.3

36.2

91.2

２　大学卒業者の３年以内離職率
現況値

16 16 17 
20 

23 

10

15

20

25

現況 2016 2017 2018 2019 2020

1,874
1,855 1,868

1,8101,771

1,700

1,800

1,900

現況20162017201820192020

43.3
42.1 42.4 41.6 39.1

30
35
40
45
50

現況 2016 2017 2018 2019 2020

55.1 55.3
58.1

59.9
62.4

54

58

62

現況 2016 2017 2018 2019 2020

35.8 35.5 35.7 35.7 36.2

30
32
34
36
38

現況 2016 2017 2018 2019 2020
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１　政策の概要

２　施策の達成レベル

３　総合評価

 
４　今後の政策推進に向けての課題

2020

3101 3.1 2.21

2018 2020

3.6 3.6

2019

3.5

3111 4.0 4.0
3.6

3108 4.0 3.5
3109 3.5 3.5

3.6

【推進】療養生活の質の向上

【推進】地域における医療提供体制の整備

【推進】社会全体で支え合う仕組みの構築 3.8
3.5

プログラムの概要

3.1
2.5

プログラム 保健・医療・福祉充実プログラム

担当部局 保健福祉部

3.1 3.3

重点戦略

対応する指標

【重点】地域医療を支える医療従事者の育成・確保

3102

2.05

3.0

4.6
2.0

4.0 4.5

・地域包括ケアの体制構築を推進するため、介護予防の普及啓発や地域包括支援センター等の人材育成な
どを通じて、より一層市町村の取組を支援する必要がある。また、人生の最終段階で受けたい医療等につ
いて家族等と話し合う機運を引き続き醸成する。 
・高齢化の進行に伴うニーズの増大、景気回復に伴う他産業での求人の増加などにより、今後も福祉・介
護人材の不足が懸念されるため、国が行う処遇改善との対策と相まって、引き続き、関係団体・機関と連
携し、人材の確保・定着に粘り強く取り組む必要がある。

2017 2018

4.2

2

3.53、4

2017

3107

3105

2.0
【重点】障害のある人の自立と社会参加の促進 6

3106

4.6
4.7
4.5
3.5
3.5

施　策　名

【重点】発達障害のある人のトータルライフ支援の推進

3104

【重点】心と体の健康づくりの推進

【重点】地域包括ケアの推進等

3103

3.9 4.7

達成レベル平均

4.6

政策コード 31

4.2

3110 【推進】認知症対策の推進 3.0 3.0

医療・福祉施設の整備や、医療・介護人材の育成・確保、県民をはじめボランティア、Ｎ
ＰＯ、関係機関などと連携した、地域における支え合いの仕組みづくりなどを通じ、サー
ビス提供体制の整備を進めるほか、食生活等の生活習慣の改善指導などに取り組
み、県民誰もが良質な保健・医療・福祉サービスが受けられ、住み慣れた地域で安心
して自立し暮らせる社会の実現を目指します。

【重点】福祉・介護の人材確保とサービスの質の向上

・「かかりつけ医等発達障害対応力向上研修」を受講した医師数
が、目標値を上回り、発達障害への対応力を備えた人材の育成を進
めることができたほか、すべての県保健所・支所において子どもの
発達支援相談を実施し、子ども及び保護者の支援につながった。 
・HIV・梅毒等の検査実施及び相談体制整備や、風しん抗体検査助
成事業の実施による効率的なワクチン接種の促進等を実施すること
で、これまで以上に着実に感染症対策を進めた。

2019

Ⅲ 安心で豊かさが実感できる地域の創造

【推進】感染症対策の推進

7
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＜参考＞ 重点施策に係る生き活き指標の進捗(達成)状況

達成率(%) - - -

単位 人 達成度 3 2

-

3

65.0

388 400
実績値 388 386

１　県北の保健医療圏における医師
数

現況値 396

389

４　自殺死亡者数（人口10万人当た
りの人数）

現況値 目標値 目標値 17.1 16.2 14.4

達成率(%) 87.0 84.8

単位 ％ 達成度 3 3

46.7 70.0
実績値 43.5 50.9 49.5

76.2

2

15.3

成人の喫煙率

２　人生の最終段階で受けたい医
療について家族と話し合ったことが
ある県民（60歳以上）の割合

現況値 目標値

達成率(%) 155.0 180.3

単位 人

目標値 200 400 800

390

目標値等
年度別状況

2017 2018 2020

指標の説明
福祉事業所の就労支援により「企業で働きたい」という夢を実現した、
障害のある人の数（目標値は2017～2020年度の累計）

達成度 5

84 154

57.0

目標値 393

指標名・グラフ
(左が目標値、右が実績値）

3

570420

4

13.9

400目標値

2019

16.1 13.1
実績値 15.0 14.2 15.5

89.7

目標値 15.4 14.7

実績値

指標の説明

指標の説明
人生の最終段階で受けたい医療について家族と話し合ったことがある
県民（60歳以上）の割合

指標の説明 高梁・新見、真庭、津山・英田圏域の病院の医師数

目標値 50.0 60.0 70.0

３　成人の喫煙率
現況値 目標値

5

18.0 14.4

178.5

5

2

達成率(%) 64.6

達成率(%)

800
実績値

達成度 5 5

600

1,071

福祉人材センターによる職業紹介、面談会等を通じ、福祉・介護の職場
に就職した人の数（目標値は2017～2020年度の累計）

130 270５　福祉人材センターが関わった介
護施設等への就職者数

現況値

単位 ％ 達成度

124人／年

単位 人 達成度 2 2

122人／年

指標の説明

指標の説明 年間自殺死亡者数（人口10万人当たりの人数）

102.7 103.5

4 4

14.0 13.5 14.3

107.0

６　障害福祉サービス利用者の一
般就労への移行者数

現況値 目標値

13.1

達成率(%) 122.1 120.0

単位 人

232

55.2
570

実績値

目標値 目標値

310 721

122
84

154 232

0

200

400

600

現況 2017 2018 2019 2020

124
310 

721 
1,071 

100

500

900

現況 2017 2018 2019 2020

388 388 388 386 389 

380

390

400

410

現況 2016 2017 2018 2019 2020

46.7 52.6 43.5 50.9 49.5 

40.0
50.0
60.0
70.0
80.0

現況 2016 2017 2018 2019 2020

18.0

15.7
14.0 13.5 14.3

12
14
16
18
20

現況 2016 2017 2018 2019 2020

16.1 16.7
15.0 

14.2 
15.5 

12

14

16

18

現況 2016 2017 2018 2019 2020
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指標名・グラフ
(左が目標値、右が実績値）

目標値等

5

150

目標値 目標値 120

194

138.6

5

年度別状況

2017 2018 2020

130

2019

達成率(%) 103.3 126.9

単位

124 165実績値

７　発達障害について身近に相談で
きるかかりつけ医の数

現況値

－

4

150140

指標の説明
県実施の「かかりつけ医等発達障害対応力向上研修」を受講した医師
数

人 達成度83 
124 

165 
194 

0
50

100
150
200

現況 2016 2017 2018 2019 2020
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１　政策の概要

２　施策の達成レベル

３　総合評価

４　今後の政策推進に向けての課題

・結婚への気運醸成については、おかやま縁むすびネットのさらなる利便性の向上と効果的な事業周知を
図っていく必要がある。妊娠・出産、子育てを応援する気運の醸成については、子育て家庭を応援するイ
ベントの内容を幅広い年齢層の子どもが参加しやすいものにする工夫が引き続き必要である。 
・妊娠や出産をはじめとする様々な内容の相談にきめ細かに対応する必要があることから、妊娠・出産サ
ポートセンターなど県が設置する相談機関の周知を積極的に行う必要がある。

3.6

3205 【推進】安心して結婚、妊娠・出産、子育てができる「しごと」応援 3.0 3.0 3.0
3206 【推進】多子世帯への支援 3.0 3.0

・結婚支援システム「おかやま縁むすびネット」について、県内３
か所のサポートセンター（岡山、倉敷、津山）を拠点とし、安定的
な運営に努めるとともに、様々な広報媒体で周知を図った結果、３
月末現在で2,022名の方が登録し、新たに49組（累計89組）のカッ
プルから結婚を決めたとの報告があった。成婚数は増加傾向にある
ものの、合計特殊出生率が前年を下回るなど依然として厳しい状況
にあり、今後も、県内各地での特設会場の開設、より使いやすいシ
ステムへの改修などの利便性の向上と効果的な事業周知を図ってい
く必要がある。

2017 2018 2019 2020

3.5 3.4

4.0 4.0
達成レベル平均

2019

政策コード 32

3.1 3.2

3.6

3.0 2.9

2020

【重点】社会全体で結婚、妊娠・出産、子育てを応援する気運の醸成 1、3 3.6

4.0

3.5 3.4

プログラムの概要
個人の自由な選択にも配慮しながら、市町村、学校、企業などの多様な主体と協働し、
ライフステージに応じて切れ目なく、若い世代の出会い、結婚、妊娠・出産の希望がか
なう環境づくりを推進します。

施　策　名 対応する指標 2017 2018

1、4 3.6

プログラム

3.0

3204 【推進】若い世代における仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）等の意識の醸成

重点戦略

担当部局 保健福祉部

結婚・妊娠・出産応援プログラム

3201

4.0

3202 【重点】結婚支援の推進

4.0

3208 【推進】出産・子育て後の女性の再就職等の支援 3.7

1、2 2.2 3.5 3.5
3203 【重点】切れ目ない母子保健等の推進

Ⅲ 安心で豊かさが実感できる地域の創造

3207 【推進】周産期医療の充実 4.5 3.5 5.0
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＜参考＞ 重点施策に係る生き活き指標の進捗(達成)状況

3

達成度 4 4 4

指標の説明
産後に助産師等から指導・ケアを十分に受けることができたと感じてい
る者の割合

４　妊娠と年齢の関係について正し
く知っている者の割合

現況値 目標値 目標値 51.1 58.0 70.0 70.0

50.2 70.0
実績値 55.2 52.4 58.6

達成率(%) 108.0 90.3 83.7

単位 ％ 達成度 4

達成度 1 5 5

指標の説明
おかやま出会い・結婚サポートセンターが行った支援をきっかけに成婚
した数（目標値は2017～2020年度の累計）

指標の説明 20～34歳独身の男女を対象とした調査結果

3

３　妊娠・出産について満足してい
る者の割合

現況値 目標値 目標値 72.5 73.7 75.0 75.0

67.4 75.0
実績値 77.7 81.3 83.9

達成率(%) 107.2 110.3 111.9

単位 ％

単位 － 達成度 3 2 2

指標の説明
１人の女性がその年次の年齢別出生率で一生の間に生むとしたときの
子どもの数に相当したもの

２　おかやま出会い・結婚サポート
センターが関わった成婚数

現況値 目標値 目標値 30 60 90 120

－ 120
実績値 14 82 178

達成率(%) 46.7 136.7 197.8

単位 組

指標名・グラフ
(左が目標値、右が実績値）

目標値等
年度別状況

2017 2018 2019 2020

１　合計特殊出生率
現況値 目標値 目標値 1.57 1.59 1.61 1.63

1.54 1.63
実績値 1.54 1.53 1.47

達成率(%) - - - -1.54 1.56 1.54 1.53
1.47

1.2

1.4

1.6

1.8

現況 2016 2017 2018 2019 2020

14 

82 

178 

0
50

100
150
200

現況 2017 2018 2019 2020

67.4

82.6
77.7

81.3 83.9

60

70

80

90

現況 2016 2017 2018 2019 2020

50.2
55.2 52.4 58.6

45

55

65

75

現況 2017 2018 2019 2020
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１　政策の概要

２　施策の達成レベル

３　総合評価

４　今後の政策推進に向けての課題

3308 4.0 4.0
3.7

3305 3.0

3301

3307 4.0 4.5

3.8

20202017

3.9 3.8

2018 2019

3.0

【推進】児童虐待防止対策の推進

保健福祉部

1、2

【推進】地域ぐるみの子育て支援

【推進】小児医療対策の充実

【推進】子育て家庭への支援・子どもの貧困対策の推進

【重点】子育てしやすい社会環境の整備

【重点】子育てを支援する人材の確保

【重点】きめ細かな保育の拡充

施　策　名

3

4、5

3306

対応する指標

重点戦略 Ⅲ 安心で豊かさが実感できる地域の創造

プログラム 子育て支援充実プログラム

プログラムの概要
市町村、学校、企業、関係団体などの多様な主体と協働し、さらなる保育の充実や、相
談・医療体制等の整備、子育て家庭への支援等を行い、誰もが安心して子育てできる
環境の充実を図ります。

政策コード 33

【推進】社会的養護体制の充実

達成レベル平均

4.0

担当部局

3.8 3.8

2019

3303 3.9 3.5
3304 3.0 2.5

2020

3.8 3.8

・おかやま子育て応援宣言企業事業については、今後も関係機関等と連携した積極的な広報などにより、
企業の登録・認定を促進していく必要がある。ももっこカードについては、県内全域での協賛店舗数の増
加に向け、子育て家庭を応援するイベントの活用を含め、周知・広報の工夫に努めていく必要がある。 
・ひとり親家庭自立支援事業については、ハローワーク等の関係機関との連携を引き続き図るとともに、
ひとり親家庭支援センターやひとり親家庭に対する支援策の周知・広報などに努め、より相談しやすい体
制を整える必要がある。また、母子健康包括支援センター体制強化事業については、全市町村への母子健
康包括支援センターの設置を進め、児童虐待防止に向け、産科・精神科・小児科との連携強化を図る必要
がある。

3.0
4.0
4.0

3302 4.8

・保育士・保育所支援センターを設置し、潜在保育士の掘り起こし
に取り組み、就業へつなげるとともに、地域における子育て支援の
担い手の育成を着実に進め、人材の確保を図った。 
・地域における子育て支援や、保育所等における保育士配置要件弾
力化の担い手など多様な人材を育成し、担い手の安定的な確保を
図った。

2017 2018

4.0 4.0

4.8
3.6
2.7

3.7

4.8
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＜参考＞ 重点施策に係る生き活き指標の進捗(達成)状況

目標値

実績値 〈2,474〉 〈2,545〉 〈2,599〉

現況値 目標値

2,096 3,000
55.6

５　「ももっこカード」協賛店舗数

〈265〉 〈300〉

〈716〉 〈732〉 〈750〉 〈770〉

〈2,560〉 〈2,780〉 〈3,000〉 〈3,000〉

192

〈751〉 〈794〉 〈849〉

2

464 684 904

現況値 目標値

現況値 目標値

現況値 目標値

現況値 目標値

〈562〉 〈583〉 〈618〉

〈25〉 〈27〉 〈27〉

〈282〉 〈414〉 〈539〉

目標値

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値

目標値

86 116
〈565〉 〈595〉

〈229〉
増加数

指標の説明
保護者が昼間家庭にいない小学生の放課後等の居場所として運営さ
れている施設の数（達成率は現況値からの増加数で算出）

２　病児保育の実施市町村数
増加数 8 8 8

達成率(%) 94.6 86.0

単位

509 655

増加数 53 74
１　放課後児童クラブ実施箇所数

増加数 56

達成率(%) 138.5 157.9

単位 社 達成度 5 5

625 770

増加数 126 169 224

179.2

5

４　「おかやま子育て応援宣言企
業」登録企業・事務所数

増加数 91 107 145

実績値

2020

子育て支援員（地域型保育、一時預かり、地域子育て支援拠点で従
事）研修終了者の数（達成率は現況値からの増加数で算出）

達成率(%) 174.2 218.6

3

8

14

5

病気の子どもを一時的に保育する病児保育が利用できる市町村数（達
成率は現況値からの増加数で算出）

達成率(%) 150.0 175.0

市町村 達成度

箇所 達成度 3 3

〈625〉 〈655〉

〈21〉 〈21〉 〈21〉 〈21〉

〈193〉

175.0

指標名・グラフ
(左が目標値、右が実績値）

目標値等
年度別状況

2017 2018

94.0

指標の説明
子育て家庭を応援するため、割引・優待サービス等を提供する協賛店
舗の数（達成率は現況値からの増加数で算出）

達成率(%) 81.5 65.6

単位 店舗 達成度

３　子育て支援員育成数

増加数 378

146

2019

109

227

5

904

指標の説明
仕事と子育てが両立できる働きやすい職場環境づくり等に取り組むこと
を宣言する企業・事業所の数（達成率は現況値からの増加数で算出）

達成度 5

指標の説明

125

449 503

単位 人

指標の説明

単位 5 5

13

73 300

増加数 341

242.7

120 156

21

増加数 12 14

5

209 466

増加数

3 2
2,096 

2,341 2,474 
2,545 

2,599 

1,500

2,000

2,500

3,000

現況 2016 2017 2018 2019 2020

509 535 562 583 
618 
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１　政策の概要

２　施策の達成レベル

３　総合評価

４　今後の政策推進に向けての課題

【重点】防災施設整備や公共施設等の耐震化の推進

【重点】防災情報基盤の強化及び災害時の体制強化

【重点】災害時の即応体制の確立

【重点】互いに助け合う取組の促進

2.2

2.9

効果的な防災教育や災害リスクに応じた防災訓練の実施等による県
民への「自助」の働きかけ、自主防災組織の結成や要配慮者の避難
確保計画作成の促進、ＮＰＯ等と連携した被災者支援体制の強化、
地区防災計画や避難行動要支援者の個別計画作成支援などの「共
助」の取組の強化、土砂災害防止施設や海岸保全施設の計画的な整
備等による「公助」の取組の着実な推進など、ハード・ソフト両面
から計画的に県域の強靱化に取り組んだことにより、災害に強い地
域づくりに向け、地域防災力を向上させることができた。

3405

3402

3403

3.5 2.9

2.1
3.9 3.1

3.9 3.1
3.4 2.6

2017 2018 2020

3401 3.0 2.21

2

2、3

1

4-①②

【重点】自らの安全は自らで守る取組の促進

2017 2018 2020

3406 4.0 4.0

3408 3.0 2.0
3.5

【推進】災害対処能力の向上

【推進】コンビナート防災対策の推進

3407 【推進】土木施設の戦略的維持管理の推進 4.0 4.0 4.0

達成レベル平均

・頻発化・激甚化する集中豪雨や大型台風による風水害、南海トラフ地震、断層型地震などの大規模災害
に備え、様々な機会を通じて防災知識の普及啓発を行うことにより、県民の「自らの命は自らが守る」と
いう意識を高め、災害時の適切な避難行動につなげるとともに、地域での自主防災活動の活性化、地区防
災計画等の作成促進、災害ボランティアに対する意識の向上などを図る必要がある。 
・コンビナート防災計画に基づく訓練について、訓練内容の高度化を図る必要がある。 
・住宅・建築物の耐震化について、引き続き県民に働きかける必要がある。

3404

プログラム 防災対策強化プログラム

プログラムの概要
自助、共助、公助の観点に立って、ハード・ソフトを適切に組み合わせ、計画的に県域
の強靱化に取り組むことにより、県民が安心して住み続けることのできる災害に強い地
域づくりを進めます。

重点戦略 Ⅲ 安心で豊かさが実感できる地域の創造

対応する指標施　策　名

知事直轄

政策コード

2019

34

担当部局

3.1

3.9
3.5
2.1
3.2
4.0

3.0
3.2

2019

3.2

30



＜参考＞ 重点施策に係る生き活き指標の進捗(達成)状況

現況値 目標値
目標値

実績値

〈1,826〉 〈1,840〉 〈1,921〉
４-①　護岸等の整備により高潮被
害が解消される防護面積及び戸数
（防護面積）

増加数 656 670

〈1,826〉 〈1,826〉 〈1,829〉

27,452

52,548 80,000

増加数 10,990 12,905

１　防災メールの登録件数
増加数 13,000 18,000

指標名・グラフ
(左が目標値、右が実績値）

目標値等
年度別状況

2017 2018 20202019

23,000

15,067

現況値 目標値
目標値

実績値

〈65,548〉 〈70,548〉 〈75,548〉 〈80,000〉

〈63,538〉 〈65,453〉 〈67,615〉

指標の説明
岡山県が提供している防災情報メール配信サービスの登録件数（達成
率は現況値からの増加数で算出）

２　自主防災組織率
現況値 目標値 目標値 75.0 78.0 82.0

達成率(%) 84.5 71.7

単位 件 達成度 3 2

65.5

2

80.0

指標の説明
管内世帯数に占める自主防災組織が活動範囲としている地域の世帯
数の割合（速報値）

３　業務継続計画策定市町村数
現況値 目標値 目標値 17 27 27

達成率(%) 100.1 98.7

単位 ％ 達成度 4 3

69.4 82.0
実績値 75.1 77.0 87.2

109.0

4

27

指標の説明
被災により人、物、情報等の資源の制約下であっても災害対応等の業
務を適切に行うための計画を策定している市町村数

達成率(%) 94.1 70.4

単位 市町村 達成度 4 3

2 27
実績値 16 19 24

88.9

3

813

659

9,348

11,702 21,050

増加数 7,957 7,957

４-②　護岸等の整備により高潮被
害が解消される防護面積及び戸数
（戸数）

増加数 7,957 8,094

指標の説明
護岸等の海岸保全施設の整備により高潮被害が解消される区域の面
積（達成率は現況値からの増加数で算出）

達成率(%) 100.0 97.9

単位 ha 達成度 4 3

現況値 目標値

〈1,983〉
656

指標の説明
護岸等の海岸保全施設の整備により高潮被害が解消される区域の戸
数（達成率は現況値からの増加数で算出）

達成率(%) 100.0 98.3

単位 戸 達成度 4 3

3

8,923

8,074

90.5

3

目標値

実績値

〈19,659〉 〈19,796〉 〈20,625〉 〈21,050〉

〈19,659〉 〈19,659〉 〈19,776〉

1,170 1,983

増加数

751

87.7

656

1,170

1,808 1,826 1,826 1,829 

1,000

1,500

2,000

現況20162017201820192020
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61,202
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１　政策の概要

２　施策の達成レベル

３　総合評価

４　今後の政策推進に向けての課題

4.7
4.2

3506 【推進】特殊詐欺対策の推進 3.0 3.0 3.0
3507 【推進】消費者被害の防止等の推進 3.0 3.0

【推進】警察基盤の充実強化

【推進】暴力団をはじめとする組織犯罪対策の推進

達成レベル平均

・2019年中は、刑法犯認知件数が17年連続で減少し、戦後最少を更
新したほか、人身交通事故件数についても大幅に減少（前年比－約
20％）した。 
・また、捜査用カメラ、科学技術等を有効に活用して捜査活動を推
進した結果、重要犯罪検挙率は８年連続で90％以上の高水準を維持
した。 
・一方で、交通事故死者数は前年よりも増加したほか、依然として
特殊詐欺被害が後を絶たず、新たな手口の発生等により幅広い年齢
層に被害が拡大した。

4.0
4.3
4.4
4.1

2019

3.0

2018 2020

3501 4.8 4.8

重点戦略 Ⅲ 安心で豊かさが実感できる地域の創造

プログラム 暮らしの安全推進プログラム

プログラムの概要

体感治安の向上に向け、県民総参加による犯罪抑止対策や消費者被害対策、高齢者
に重点を置いた特殊詐欺対策や交通事故防止対策のさらなる深化を図るとともに、県
民の安全を脅かす犯罪の徹底検挙、暴力団等犯罪組織の弱体化・壊滅に向けた対
策、少年非行防止対策等を推進し、安心して暮らすことができる社会の実現を目指し
ます。

政策コード 35

担当部局 警察本部

4.7

1

2017 2019

4.8

対応する指標施　策　名

3505 4.0 4.0

3502 4.9 4.9
3503 4.1 4.12

3

1

4.8 4.8
4.0

4.8
4.0

4.1

2017 2018 2020

4.2 4.2

3510 4.8

3508

4.2

4.0 4.0
3509 4.5 4.7

・刑法犯認知件数は減少傾向を維持しているものの、子ども・女性を対象とした犯罪や特殊詐欺、サイ
バー空間を利用した犯罪が後を絶たないほか、少年非行や交通事故の情勢についても依然として深刻な状
況にある。 
・引き続き、県民総参加による犯罪抑止対策、消費者被害対策及び特殊詐欺対策のほか、すべての道路利
用者のマナーアップによる交通事故防止対策を継続的に推進していくとともに、県民の安全を脅かす犯罪
の徹底検挙、暴力団等犯罪組織の弱体化・壊滅に向けた対策、少年非行防止対策等を推進する必要があ
る。

【推進】サイバー空間の安全確保に向けた取組の推進

【推進】子ども・女性を犯罪等から守る対策の推進

【重点】交通事故防止対策の推進

【重点】捜査の高度化・科学化等の推進

【重点】少年非行防止対策の推進

【重点】犯罪抑止対策の推進

3504
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＜参考＞ 重点施策に係る生き活き指標の進捗(達成)状況

12,000

14,706 12,000以下
実績値 11,105 9,509

5,902
３　人身交通事故件数

現況値 目標値 目標値 8,700 8,500 8,000

5

指標の説明 警察において発生を認知した刑法犯事件の数

２　重要犯罪検挙率
現況値 目標値 目標値 100 100 100

指標の説明
殺人、強盗、放火、強制性交等、略取誘拐・人身売買及び強制わいせ
つに係る検挙率

１　刑法犯認知件数
現況値 目標値 目標値 14,250 13,538

指標名・グラフ
(左が目標値、右が実績値）

目標値等
年度別状況

2017 2018 2020

達成率(%) 128.3 142.4

単位 件／年 達成度 5 5

2019

13,000

達成率(%) 95.3 97.9

単位 ％／年 達成度 4 4

93.4 100
実績値 95.3 97.9

実績値 4,690

達成率(%) 120.5 144.0

単位 件／年 達成度 5 5

10,627 8,000以下
7,220

指標の説明 警察において発生を認知した、人の死亡又は負傷を伴う交通事故の数

9,436

137.8

5

100

93.9

93.9

4

8,200

174.8

14,706

12,740

11,105

9,509 9,436

9,000

11,000

13,000

15,000

現況20162017201820192020

93
97.8

95.3
97.9

93.9

80

90

100

現況 2016 2017 2018 2019 2020

10,627
8,930

7,220
5,902 4,690

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

現況 2016 2017 2018 2019 2020
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１　政策の概要

２　施策の達成レベル

３　総合評価

４　今後の政策推進に向けての課題

3.6

 人口減少や高齢化の進行により、地域社会の活力が失われつつあ
る中、生き活き拠点（小さな拠点）の形成促進、地域おこし協力隊
などのワカモノ・ヨソモノによる活力創出、移住・定住の促進、地
域の生活を支える道づくりなど、ハード・ソフト両面から地域や市
町村の支援に取り組み、中山間地域の活力創出に一定レベルの成果
を上げることができた。

2017 2018

4.0

4.0 4.0
3.7

3608 【推進】地域公共交通の維持・確保 3.0 4.0 4.0

達成レベル平均

【推進】道の駅の地域拠点化に向けた取組

【推進】頑張る地域農林水産業の応援 3.7

3.6

3610 3.7 3.7
3611

3607 【推進】地域資源を生かした取組等の支援

3601 4.6 4.0

重点戦略

プログラム

プログラムの概要

1.4 2.1

【重点】ワカモノ・ヨソモノによる中山間地域等の活力創出

【重点】移住・定住の促進

【重点】集落機能の維持・強化

【推進】豊かな自然や優れた景観を生かした地域間交流の促進

2018 20202017 2019

Ⅲ 安心で豊かさが実感できる地域の創造

中山間地域等活力創出プログラム

担当部局 県民生活部

4

3

4.0
3.2
2.1
4.7

施　策　名

【重点】生き活き拠点（小さな拠点）の形成促進

3609 4.0 4.0

3604 4.8 4.8
3605 4.0 4.0

2019

3602 4.6 4.0
3603

【推進】地域づくりへの民間参加等の促進

【重点】地域の生活を支える道づくり

3606 2.5
4.0
2.0

4.0

5

2.5 2.5
2.0

2020

3.53.7

 中山間地域や離島地域においては、人口減少や高齢化が急激に進んでおり、将来にわたって地域で安心
して暮らし続けることができるよう、地域や市町村の主体的・自立的な取組を推進する必要がある。その
ためには、現場のニーズに応じた支援事業を展開するとともに、地域資源を生かした特産品の開発・販売
などによる地域外への働きかけや、民間企業やＮＰＯなど地域外住民の地域づくりへの参加、移住・定住
の促進、生活・交流基盤の整備など、中山間地域等の活力創出に向けて、引き続き、ハード・ソフト両面
から総合的な施策を推進する必要がある。

対応する指標

1

2

伝統、文化、自然等の地域資源を生かした自立的な地域づくりを推進するとともに、地
域で安心して暮らし続けることができるよう、日常生活に必要なサービス機能の維持・
確保や本県の優位性を生かした移住・定住の促進などにより、みんなで支え合う元気
な地域づくりを目指します。

政策コード 36

4.0
3.5
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＜参考＞ 重点施策に係る生き活き指標の進捗(達成)状況

14

目標値 目標値 114 127 150

達成率(%) 122.2 116.7

単位 市町村 達成度 5 4

106.7

4

140

2 18
実績値 11

１　小さな拠点の形成に取り組んで
いる市町村の数

現況値 目標値 目標値 9 12

16

134 136

97.1

3

6,000

増加数 11 14

2019

15

指標の説明
日常生活に必要なサービス機能の維持・確保を図る小さな拠点の形成
に取り組んでいる市町村の数

18

指標名・グラフ
(左が目標値、右が実績値）

目標値等
年度別状況

2017 2018 2020

〈73〉

〈58〉 〈60〉 〈65〉

17

２　地域おこし協力隊の人数
現況値

指標の説明
小学校区、大字等の広域的な地域運営により、集落機能の維持・強化
に取り組む小規模高齢化集落等が含まれる地域の数（達成率は現況
値からの増加数で算出）

現況値 目標値
目標値

実績値

〈64〉 〈67〉 〈70〉

指標の説明
都市部から地方へ移住し、地域の新たな担い手として期待される地域
おこし協力隊の人数

４　本県への移住者数
現況値 目標値 目標値 2,000 4,000 8,000

達成率(%) 132.5 105.5

単位 人 達成度 5 4

108 150
実績値 151

達成率(%) 165.0 159.5

単位 人 達成度 5 5

1,796人／年 8,000
実績値 3,300 6,380 9,215

153.6

5

５　地域の拠点性を高めることにつ
ながる交通難所改善箇所数

現況値 目標値 目標値 40 90 200

達成率(%) 45.5 50.0

単位 地域 達成度 1 2

53 73

増加数 5 7 12

70.6

2

140

指標の説明 本県への移住者数（目標値は2017～2020年度の累計）

３　「おかやま元気！集落」の数
20

指標の説明
拠点的地域等の機能強化や日常生活の利便性向上につながる交通難
所改善箇所数（目標値は2017～2020年度の累計）

達成率(%) 117.5 104.4

単位 箇所 達成度 4 4

－ 200
実績値 47 94 141

100.7

4

2 4

11
14 16

0
5

10
15
20

現況 2016 2017 2018 2019 2020

108

140 151
134 136

80
100
120
140
160

現況 2016 2017 2018 2019 2020

1,796 3,300 

6,380 
9,215 

1,000
3,000
5,000
7,000
9,000

現況 2017 2018 2019 2020

47 
94 

141 

0
50

100
150
200

現況 2017 2018 2019 2020

53
57

58 60 
65 

50

60

70

現況 2016 2017 2018 2019 2020
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１　政策の概要

２　施策の達成レベル

３　総合評価

４　今後の政策推進に向けての課題

・ＥＶ等の普及促進を図るため、ＥＶ等を安心して利用できる環境の整備に引き続き努める必要がある。 
・県下全域で海ごみ対策や一般廃棄物の減量化、再資源化、再商品化が推進されるよう、市町村への適切
な助言・技術的援助を継続するとともに、地域における清掃活動の活性化や意識啓発等を促進し、県民一
人ひとりに対し、ごみをなるべく出さない、ポイ捨て等を行わない等の意識の醸成を強化する必要があ
る。 
・自然保護センターでの各種イベント等については、新型コロナウイルスによる影響も踏まえつつ、感染
防止対策にも努めながら、利用者の増加を図るための取組を強化していく必要がある。

3.0 4.03708 【推進】地域ぐるみで進めるスマートコミュニティの推進 4.0

重点戦略 Ⅲ 安心で豊かさが実感できる地域の創造

プログラム 快適な生活環境保全プログラム

プログラムの概要

環境と経済の両立を図りつつ、水、大気、土壌などの環境保全や地球温暖化対策、本
県の豊かな自然や優れた景観の保全と活用、身近な生活環境の快適性の向上、循環
型社会の形成、空き家対策等により、将来にわたって豊かに生活できる社会の構築を
目指します。

政策コード 37

担当部局 環境文化部

3702 4.0 4.0
3703 4.7 4.7

2017 2018 2020

3701 4.6 4.51

2

3

対応する指標施　策　名

【重点】地球温暖化防止に向けた省エネルギー社会実現への取組の推進

【重点】花粉の飛散の低減に向けた取組の推進

【重点】水、大気、土壌などの保全対策の推進

2019

4.6
4.0
4.0

3706 4.0 3.5
3707 3.7 3.7

3704 4.0 4.7
3705 3.1 3.1

4

5

6-①②

【推進】きれいな生活環境づくり等の促進

【重点】循環型社会形成等の推進

【重点】生活排水対策の推進

【重点】自然や優れた景観を保全し活用する取組の推進 4.8
3.1
3.5
3.3

3709 4.0 4.0
3710 3.5 3.5

4.0

【推進】空き家の適正管理、利活用の推進

【推進】快適な森林環境の創出と森林ボランティア活動の推進

達成レベル平均

3.0
4.0
3.83.9

・快適な生活環境保全のため、水、大気、土壌などの保全対策とし
て、児島湖の水質改善や環境対応バスの導入を促進した。 
・地球温暖化防止対策として、電気自動車等の普及に向けた環境整
備や事業者向けの省エネ相談事業などを行った。 
・海ごみの発生抑制のための「海ごみフォーラム」の開催や、３Ｒ
推進のための「岡山県統一ノーレジ袋デー」「おかやま３０・１０
運動」等各種啓発活動の実施、自然保護意識の向上のため自然保護
センターでの各種イベントの開催など、将来にわたって豊かに生活
できる社会の構築を推進した。

2017 2018 2020

4.0 3.9

2019

3.8
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＜参考＞ 重点施策に係る生き活き指標の進捗(達成)状況

5 5

指標の説明
県内の森林において植替えに使用されるスギ・ヒノキ苗木のうち少花粉
苗木が占める割合

３　電気自動車等の普及台数
増加数 1,200 1,815 3,055

達成率(%) 104.0 104.0

単位 ％ 達成度 4 4

33,835

0.2 90
実績値 93.6 93.6

現況値 目標値
目標値

実績値

〈4,145〉 〈4,760〉 〈5,375〉 〈6,000〉

〈4,438〉 〈5,133〉 〈5,797〉

30.0 30.0

指標名・グラフ
(左が目標値、右が実績値）

目標値等
年度別状況

2017 2018 20202019

30.0

80.8

269.3

5達成度

90.0 90.090.0

5.3 30.0
実績値 43.5 38.1

1　微小粒子状物質（PM2.5）の環境
基準達成率

現況値 目標値 目標値

指標の説明
県内の環境大気測定局のうち、PM2.5の環境基準を達成した測定局の
割合

達成率(%) 145.0 127.0

単位 ％

96.6

107.3

4

2,430

２　少花粉スギ・ヒノキ苗木による植
替えの割合

現況値 目標値 目標値 90.0

指標の説明
県内の電気自動車、プラグインハイブリッド車、燃料電池自動車の登録
台数（達成率は現況値からの増加数で算出）

24,000 26,000 30,000

達成率(%) 124.4 120.6

単位 台 達成度 5 5

2,945 6,000

増加数 1,493 2,188 2,852

117.4

4

28,000

指標の説明
行政やＮＰＯ等が企画・実施する自然保護や環境学習等をテーマとし
た体験プログラムの参加者数

５　汚水処理人口普及率
現況値 目標値 目標値 86.3 87.3 88.8

達成率(%) 107.0 126.4

単位 人 達成度 4 5

18,941 30,000
実績値 25,680 32,858

120.8

5

87.9

４　身近な自然体験プログラムの参
加者数

現況値 目標値 目標値

指標の説明
下水道、集落排水施設、合併処理浄化槽により生活排水処理ができる
人口の割合

達成率(%) 99.8 99.5

単位 ％ 達成度 3 3

84.4 88.8
実績値 86.1 86.9

指標の説明
一般廃棄物のリサイクル率
※2019年度実績は2021年3月頃に公表されるため、2018年度実績によ
り評価する。

87.3

99.3

3

達成率(%) 101.0 94.0

単位 ％ 達成度 4 3

29.5 32.7
実績値 31.2 29.6

６-①　廃棄物のリサイクル率（一般
廃棄物）

現況値 目標値 目標値 30.9 31.5

30.0

32.732.1

28.6

89.1

3

5.3 

71.4 

43.5 38.1 

80.8 

0
20
40
60
80

現況 2016 2017 2018 2019 2020

0.2 1.2 

93.6 93.6 96.6 

0
20
40
60
80

100

現況 2016 2017 2018 2019 2020

84.4 85.2
86.1 86.9 87.3

82
84
86
88
90

現況 2016 2017 2018 2019 2020

2,945 3,311
4,438

5,133
5,797

2,000
3,000
4,000
5,000
6,000
7,000

現況20162017201820192020

18,941
22,174

25,680

32,85833,835

15,000
20,000
25,000
30,000
35,000

現況 2016 2017 2018 2019 2020

29.5 30.3 31.2 
29.6 28.6 

25

30

35

現況 2016 2017 2018 2019 2020

※
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指標名・グラフ
(左が目標値、右が実績値）

目標値等
年度別状況

2017 2018 2020

６-②　廃棄物のリサイクル率（産業
廃棄物）

現況値 目標値 目標値 43.5 44.1 45.444.7

2019

指標の説明
産業廃棄物のリサイクル率
※2019年度実績は2021年3月頃に公表されるため、2018年度実績によ
り評価する。

達成率(%) 100.9 100.9

単位 ％ 達成度 4 4

43.4 45.4
実績値 43.9 44.5 45.8

102.5

4
43.4 42.9 43.9 44.5 45.8 

35
40
45
50

現況 2016 2017 2018 2019 2020

※

38



１　政策の概要

２　施策の達成レベル

３　総合評価

４　今後の政策推進に向けての課題

重点戦略 Ⅲ 安心で豊かさが実感できる地域の創造

プログラム 生きがい・元気づくり支援プログラム

プログラムの概要
芸術・文化、スポーツ活動の振興や生涯学習環境の整備、県民が生きがいを持って活
動する機会の拡大を通じ、すべての県民が能力を発揮できる、豊かで潤いのある暮ら
しや活力のある地域の創造を目指します。

政策コード 38

担当部局 環境文化部

3802 4.0 3.0
3803 3.7 3.6

2017 2018 2020

3801 3.1 2.31

2

3、4

対応する指標施　策　名

【重点】生涯にわたってスポーツに親しめる環境づくりの推進

【重点】東京オリンピック・パラリンピック等を通じた地域活力の醸成

【重点】文化とスポーツの力を活用した地域の活性化

3.0
4.0

2019

4.0

3806 4.0 5.0
3807 3.5 3.3

3804 4.8 3.3
3805 4.0 4.5

5

【推進】トップアスリートの育成・強化等の推進

【重点】生涯学習活動の推進

【推進】さまざまな分野におけるボランティア活動の支援

【推進】「男女が共に輝くおかやまづくり」の推進

3.3
4.0
4.0
3.0

3810 3.0 3.0
3811 4.0 4.0

3808 4.0 3.5
3809 3.0 4.0

【推進】おかやまアダプトの推進

【推進】人権尊重の社会づくりの推進

【推進】高齢者の生きがいづくりと社会参加活動の促進

【推進】文化創造活動の振興 3.0
4.0
3.5
4.0

3.6

・文化・スポーツによる地域の活性化のため、美作三湯を舞台とし
たアートイベントの展開やオーケストラの鑑賞機会を提供したほ
か、県内のトップクラブチームを活用した「県民応援デー」などを
実施した。 
・東京オリンピック・パラリンピックに向け、文化プログラムへの
参画を支援する組織として設置した「おかやま文化芸術アソシエイ
ツ」を通じて、文化団体への助言や交流の場の提供等を行ったほ
か、オリンピアン・パラリンピアン育成事業において指定した選手
が、国際大会に出場し、世界を舞台に活躍した。

2017 2018 2020

3.6 3.6

3.6達成レベル平均 3.6

2019

3.6

・次世代を担う若手芸術家の育成はもとより、活躍の場となる施設や意欲のある芸術家等の発掘に努める
とともに、効果的な文化情報の発信や市町村、関係団体、地域住民等との連携をさらに進めていく必要が
ある。  
・引き続き魅力あるスポーツイベント等を実施し、スポーツに関わる人材の更なる増加を図る必要があ
る。  
・オリンピック等の延期を受け、事前キャンプを締結した国や関係団体等と緊密に連携し、改めて受入準
備を行っていく必要がある。 
・県立美術館については、新型コロナウイルス感染防止の対策を取りながら、展示内容や関連事業の充実
を図るとともに、情報とサービスの積極的な提供を行い、魅力ある美術館づくりに取り組む。
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＜参考＞ 重点施策に係る生き活き指標の進捗(達成)状況

2019

50.3 50.4

38.0

40.4

106.3

4

51.0

１　「普段の生活の中で、芸術・文
化、スポーツ等を実践したり、観て
楽しめる地域になっている」と感じて
いる人の割合

現況値 目標値 目標値 36.0 37.0

指標名・グラフ
(左が目標値、右が実績値）

目標値等
年度別状況

2017 2018 2020

48.5

22

達成率(%) 225.0 244.4

指標の説明

単位 ％ 達成度 3 2

38.0

29.1 38.0
実績値 30.6 28.8

達成率(%) 85.0 77.8

単位 ％ 達成度 4 3

52.0
実績値

指標の説明
ナショナルチーム・国代表選手のキャンプや、国際スポーツイベント、国
内トップレベルスポーツイベント等の誘致件数（目標値は2017～2020年
度の累計）

５　公立図書館から借りた本の数
現況値 目標値 目標値 6.60 6.75

達成率(%) 100.6 99.8

指標の説明 県民満足度調査において、「満足」「やや満足」と回答した者の割合

２　成人男女の１週間に１日以上運
動・スポーツをする割合

現況値 目標値 目標値 50.0 50.5 52.0

49.5

単位 件 達成度 5 5

20
実績値 9

４　東京オリンピック・パラリンピック
に向けた文化プログラムの件数

現況値 目標値 目標値 400 800 2,000

－

３　ナショナルチームキャンプ等誘
致件数

現況値 目標値 目標値 4 9 20

－

単位 冊 達成度 5 3

7.00
実績値 6.70 6.55

達成率(%) - - -

指標の説明
文化の祭典でもある東京オリンピック・パラリンピックに向けた文化プロ
グラムとして、国等が認定する文化イベントの件数（目標値は2017～
2020年度の累計）

単位 件 達成度 2 2

6.54

達成率(%) 56.5 77.3

指標の説明 県民１人当たりの貸出冊数

6.60

-

3

7.00

81.8

3

226.7

5

6.90

1,200

981

15

95.1

3

県内成人男女のうち１週間に１日以上運動・スポーツをする割合

2,000
実績値 226 618

34

29.1 30.2 30.6 28.8 

40.4 

25
30
35
40
45

現況 2016 2017 2018 2019 2020

49.5 49.1
50.3 50.4

48.5

46
48
50
52
54

現況 2016 2017 2018 2019 2020

9 

22
34

0
10
20
30

現況 2017 2018 2019 2020

226 
618

981

0
500

1,000
1,500
2,000
2,500

現況 2017 2018 2019 2020

6.54 6.58 6.70 6.55 6.60

5
6
7
8
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１　政策の概要

２　施策の達成レベル

３　総合評価

４　今後の政策推進に向けての課題

重点戦略 Ⅲ 安心で豊かさが実感できる地域の創造

プログラム 情報発信力強化プログラム

プログラムの概要

観光誘客、移住・定住の促進、県産品の販路拡大、企業誘致などをより一層進めるた
めには、本県の認知度を高めていく必要があることから、首都圏等への情報発信を強
力に進めます。また、県民が本県固有の価値を再認識し、愛着と誇りを持って、その魅
力を発信する取組を促進します。

政策コード 39

担当部局 総合政策局

3902 3.2 3.9
3903 2.0 2.4

2017 2018 2020

3901 3.3 3.9

対応する指標

1、2

1、2

3、4

施　策　名

【重点】ポータルサイト等による魅力発信の推進

【重点】首都圏アンテナショップを活用したマーケティング強化

【重点】イメージアップ戦略の推進

3.1
2.4

2019

3.2

3906 4.0 3.0
3907 4.0 3.0

3904 3.0 3.8
3905 4.0 4.0

5

【推進】スポーツを通じた岡山の情報発信

【推進】映像作品を使った岡山の発信

【推進】マスコットキャラクターの活用促進

【重点】本県に対する愛着心と誇りの醸成 4.0
3.0
4.0
3.0

3908 3.0 3.0
3909 3.0 2.0

3.3達成レベル平均

【推進】海外に向けた魅力発信

【推進】岡山からの文化発信 3.7
2.0
3.2

・観光誘客、移住定住、県産品の販路拡大、企業誘致などを後押しする情報発信については、組織的な取
組の積み重ねが重要であり、引き続き、社会情勢や人々の関心やニーズを踏まえて、関係部局、関係団体
等と連携を図りながら、本県のポジティブなイメージや魅力をインパクトのある形で発信する効果的な事
業を進めていく必要がある。 
・新型コロナウイルスの感染拡大防止を図りながら、地域経済活動を推進する観点からも、効果的な情報
発信に取り組む必要がある。

3.2

・本県のポジティブなイメージを全国に浸透させるため、動画公開
やプロモーションなど積極的に働きかけた結果、テレビ等、様々な
首都圏のメディアに取り上げられ、情報発信することができた。 
・アンテナショップのリニューアルにより機能の充実を図り、催事
や店舗を活用した情報発信を行った。また、マーケティングなどの
取組により、県内事業者の販路拡大に繋がった。 
・おかやまマラソンや文化のイベントなどを通じて、本県の魅力発
信に努めた。

2017 2018 2020

3.3 3.2

2019

3.2
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＜参考＞ 重点施策に係る生き活き指標の進捗(達成)状況

目標値

実績値

〈7,314〉 〈9,314〉 〈11,314〉 〈13,000〉

〈6,185〉 〈6,984〉 〈8,316〉

〈1,678〉 〈2,128〉 〈2,578〉 〈3,000〉

〈1,665〉 〈2,132〉 〈2,718〉

本県の情報交流サイト「もんげー部」への登録者数（達成率は現況値
からの増加数で算出）

人 達成度 2

2,871 3,670

１　全国における本県の認知度 現況値 目標値 目標値 28 24

指標名・グラフ
(左が目標値、右が実績値）

目標値等
年度別状況

2017 2018 20202019

20

40

指標の説明

全国順位 達成度 5

民間シンクタンク調査による47都道府県の認知度の全国順位

２　県民等の本県への愛着度 現況値 目標値 目標値 28 24 20

達成率(%) - - -

単位 全国順位 達成度 1 3

-

1

20

18
32位 20位

実績値 27 22

現況値

5

指標の説明
民間シンクタンク調査による47都道府県の県民等の愛着度の全国順
位

25,051

87.9

3

8,000

1,800

1,940

増加数 4,000 6,000

指標の説明

達成率(%) 71.8 61.2

単位

単位

1,354

2

5,002

現況値 目標値

現況値 目標値

目標値

実績値

指標の説明

3,314 13,000

増加数

達成率(%) 98.6 100.3

単位 人 達成度 3 4

実績値

達成率(%) 77.7 87.0

単位 アクセス／月 達成度

19,813 23,495

20

31位 20位

達成率(%) - - -

目標値

４　ファンサイトへの登録者数

107.8

4

目標値 25,500 27,000 30,000

5

62.5

2

「晴れの国おかやま検定」において、県認定制度による「達人」「博士」
に認定された人数（達成率は現況値からの増加数で算出）

指標の説明

28,500

県のPRサイト「晴れの国おかやま」などへのアクセス数

実績値 35 27

増加数 900 1,350 2,222

778 3,000

増加数 887

30,000

５　本県に関する知識を有すると認
定された人数

３　県PRサイトへのアクセス数

9,686

2 3

24,000

-

31

35 

27 

40 

10
20
30
40

現況 2017 2018 2019 2020

32
27

22
1810

20

30

40

現況 2017 2018 2019 2020

778
1,247

1,665 
2,132 

2,718 

0

1,000

2,000

3,000

現況 2016 2017 2018 2019 2020

24,000
21,443

19,813 

23,495 25,051 

19,000
22,000
25,000
28,000
31,000

現況 2016 2017 2018 2019 2020

3,314
5,028

6,185 
6,984 

8,316 

2,000

6,000

10,000

14,000

現況 2016 2017 2018 2019 2020

実績値

目標値

実績値
目標値
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指標の類型と評価

実数で示す指標のうち、現況
値に対する最終目標値の増減
割合が極めて小さい指標（６
指標）

（最終目標値／現況値が0.9以
上1.1以下）

全国順位で示す指標
（３指標）

実数で示す指標
（５４指標）

指標の類型(８９指標)

〈計算方法〉
原則
達成率＝実績値／目標値

達成度の評価基準

5：達成率が120％以上
4：達成率が100％以上120％未満
3：達成率が80％以上100％未満
2：達成率が50％以上80％未満
1：達成率が50％未満

5：目標値より上位
4：目標値
3：目標値と現況値の中間値以上
2：現況値以上
1：現況値より下位

5：達成率が120％以上
4：達成率が100％以上120％未満
3：達成率が80％以上100％未満
2：達成率が50％以上80％未満
1：達成率が50％未満

〈達成率が上限100％の場合〉
5：達成率が100％
4：達成率が90％以上100％未満
3：達成率が70％以上90％未満
2：達成率が50％以上70％未満
1：達成率が50％未満

現況維持に意義が認められるこ
とから、「現状を維持した場
合」を３として評価する。

5：目標値に「目標値と現況値の
   差」を加えた値以上
4：目標値以上
3：現況値以上
2：現況値から「最終目標値と現況
   値の差」を減じた値以上
1：現況値から「最終目標値と現況
   値の差」を減じた値未満

効果的な取組により、現状の改
善と目標の達成が求められるも
のであるから、
・目標より上位となった場合 5
・目標を達成した場合　　 　4
・現状を維持した場合　     2
として評価する。

〈計算方法〉
原則
達成率＝実績値／目標値

評価の考え方

割合で示す指標
（２６指標）
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